
背割りと内部割れ�
•  心持ちは背割りを入れて乾燥する。（収縮異

方性）	

•  現在は、100℃以上の温度で乾燥させ、乾燥

初期に大きな表面にセットを形成させるため、
その後の乾燥でも表面割れが発生しない。（セ
ットの応用）	


•  内部割れが発生する。	

•  内部割れの原因は表面セットとされている。	

•  内部割れは成分の軟化、非定常クリープが関

与できないことなどが影響していると思われる。�



�断面が大きな材に対しては、乾燥時間
を短くするためには高温乾燥が取り入れ
られることが多い。	

�しかし高温乾燥の接合強度に及ぼす影
響は	

1．材質の劣化	

2．内部割れ	

3．水分分布	

に分けて考える必要がある�

4．�接合強度の担保�



4.1.1�強度�



ブロックせん断強度�



内部割れがあるとせん断強さが低
下する（加藤ら：木材工業（2006））�

ヤング率はあまり変化がないことが
多い。しかし、塑い感じがする�



Work required to failure	


�Q＝PR（cosβ−cosα）�

P ：�Weight of hummer(kgf)	


R ： Radius of rotation�(m)	


α,β：Swing�Angle�(°)	


α= 138.5	
 β°	


R = 0.6000	

P = 11．135	
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　　　　　　　　　（Left：All data，Right：Data near lower limit）	
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（left：120A，right：AS）�

Difference of failure section by drying condition 	




4-1.2成分変化�
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EMC for 20℃ of temperature and 70% RH of humidity	

EMCの低下はヘミセルロースの減少による�

4．1.3平衡含水率の変化�
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SugiⅠ	
 Sugi Ⅱ	


Mass losses (mg) from termite feeding of dried wood 
samples in choice tests using Reticulitermes speratus. 	


4．1．4耐犠牲の劣化�



木材の強度的性質の特徴�


